
やまびこうどん本店・玉川店 SDGs宣言
当社は、「地元の愛媛・今治に根付いたうどん店。自家製うどん、定食、おでんを用意して、

家族・友人・お一人でもくつろげる空間を提供する」との方針のもと、

事業活動を通じて「持続可能な開発目標（SDGs）」の達成に貢献し、

地域課題の解決、および持続可能な社会の実現に努めてまいります。
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重点項目（ターゲット2030）

「持続可能な開発目標（Sustainable Development Goals）」とは

地域№１のうどん店を目指して

働きやすい職場づくり

地域に根差したうどん店として、徹底した衛生管理の

もと、自家製の麺や出汁にこだわり、地域№１のうどん

の提供を目指します。

スタッフ一人ひとりの健康やライフスタイルに配慮し、

柔軟な働き方を実現します。また、各人が安心して

永く働くことができる職場づくりに取り組みます。

【主な取り組み】
「だし入りカレーうどん」など提供メニューの充実、厳選

した食材の利用、衛生管理の徹底、清潔な店舗設備、

接客の向上

【主な取り組み】
スタッフとの定期的対話、柔軟な勤務体系の導入、

女性活躍推進、ハラスメントの予防

環境への配慮

地域社会への貢献

飲食店の責務としてフードロスの削減に努め、また、

身近でできる省エネ・省資源の取り組みを実践し、

環境負荷の低減を図ります。

地域社会の一員として、地元食材の使用に取り組み、

地元との交流の機会を設け、地域社会の持続的な

発展に貢献します。

【主な取り組み】
食べきりの推奨、食品残渣の削減、廃棄物の分別、

使用済油のリサイクル、節電・節水・節ガスの励行

【主な取り組み】
地元食材を使用した料理の提供、地元中学生の職場

体験の受け入れ、プレミアムクーポン事業への参加、

地元イベントへの参加

• 貧困、気候変動、人種・性差別、働き方などのさまざまな問題が顕在化する中、
持続可能な社会をつくるために国連が定めた国際目標です。2030年までに解決
すべき優先課題として、17の目標と169のターゲットが示されています。

• 目標を達成するために、国連や政府だけでなく、企業やNPO、個人等が幅広く担
い手として活躍するよう期待されています。

• 企業がSDGsに取り組むことで、「気候変動をはじめ経営環境が変化していく中で
も持続可能な組織である」と示すことにつながります。


